
第11回eモニターアンケート｢将来のまちづくりについて｣

実施期間 平成26年12月22日 ～ 平成26年12月31日

送信数 1,350 人

有効回答数 900 人

回答率 66.67%
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 その他意見(一部)

・公園の設置について、地域のバランスを配慮すべきと思う。西部学区少ない

・田を売り易くしてほしい。市民税を安くしてほしい

・老後に今の家で暮らしやすい環境

・交通マナーを良くする

・公民館やスポーツセンター等の公共施設での市民サービスを充実させ、利用しやすくする

・町内会費等、税金以外の徴収金を統一して、無駄使いをやめてほしい

・歩きやすい、自転車が通りやすい道の整備

・地域の活性化

・バーベキューの出来る場所が欲しい

・中学校を増やしてほしい。中学や高校が遠方にしかないため、自転車通学をしいられ、学生の交通事故が多

い

・名古屋市の小学校のようにトワイライトを作ってほしい。児童クラブの値段が高い

・道路の整備、特に高棚町内の道路は道路でない！！

・地域ごとに性格を明確にする（商業地区、住宅地区など。駅前のマンション建設はダメ）。シャッター商店街の

活性化で人が集まり易くする

・イオンなどの大型ショッピングセンターの誘致

・市の条例で自転車利用者を登録制にし、自転車の無謀運転を減らす工夫をする

・日本のデンマークたる田園風景を残す。大いなる田舎を目指す

・駅周辺の駐車場の整備

・カメムシの大量発生がなくなる為に環境整備をする
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 その他意見(一部)

・自分で健康を意識して行動すること

・暴飲暴食を慎み、適度の運動と睡眠を習慣づけて健全な日常生活に心掛ける

・病気か否か、病院にかかるか否かなど、自分で判断できる知識を持つこと

・ストレスの少ない生活心掛ける。自己管理

・病院の対応等の情報を共有できる

・充分な睡眠、運動とバランスのとれた食事

・専門的で混む大病院ではなく、中間の200床未満の総合病院が欲しい。大病院へ行くほどではないけど、複

数科を受診したいときに嬉しい

 その他意見(一部)

・各々が必要な分だけの資源を有効活用できている。フードロスが少ない

・暴走車、マフラー改造車などの騒音の取締りを徹底すること

・「環境」を商売(ビジネス）にする人が限りなく少なくなること

・バランスの取れた多様性が見られる環境を望む

・川や土地をきれいに保てるよう住民（人）が実行すること
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 その他意見(一部)

・環境配慮

・チェーン店に頼らず、三河近隣地域内で経済が循環すること

・国や県の出先機関の誘致

・中心地と郊外の町に、全ての面において格差が無い事

・年配のかたでなく、現役世代か住みたいと思うこと

・三河安城の駅に快速がとまること

・東山区域や明祥区域や桜井区域の開発が進むこと

・なんきち以外のトピックを見つけること

・駅周辺以外の人達にとっても、働きやすい公共交通機関が充実していること

・交通網がよくなること。子供たちへのよい教育環境をつくること

・郊外に大型ショッピングモールの建設

・魅力的なお店が増えれば、市外からも人が集まるし、経済が動くのではないでしょうか

 その他意見(一部)

・他人を尊重すること

・「きずな」　が重要とは思っていない

・他県からの移住者も受け入れる柔軟性、田舎の常識が全てではないという考え方
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・高齢者がボランティアで、活躍できる場を広げ、地域のリーダーとして次世代を育成する

・家族

・地域の人とのつながりを持つこと、お互いに助け合える環境作り

・まずは自己の責任を担うことが大切

・”きずな”という、偽善またはマスターベーションを表す言葉は大嫌いです

・家族や、友人　近所の人など　お互いを理解しあえる関係を持つこと

・市民が多様な価値感を認められること

 その他意見(一部)

・大人が手本を示すこと（子どもと大人の境を意識させること）

・若者の今ではなく、老後の不安を取り除くことが重要

・自己肯定感をしっかり持ち、生きものを含む他者を尊重すること

・子を育てる責任の主体は父母にあります。家族・家庭の役割の重要性を再認識すべきです。子どもは、養育

者である大人達の「浪費的生活態度」の犠牲になっています

・生きる力を付けること

・不妊治療への支援

・子供好きの人が増えること

・質の高い 視野を広げた教育環境を与えること

・柔軟な心

・子供の体力を増進させること、健康な体に健全な精神は宿る

・男性の収入を増やすこと

・のびのびと遊べる環境があること。自分で考え、行動できるようになること

・共働きでなくても子供を複数人育てて行ける世の中になるとありがたい

・討論の仕方を補助し、子供同士で討論させる事

・未婚家庭と離婚家庭に差がないこと

・それぞれの家庭で考えれば良いこと。子供が嫌いな人に子供を作れ、という方が無理難題

・自然の遊び場が無くなった。既製の施設ではなくただの空き地や川遊びできる場所があっても良いのでは？

・専業主婦を増やすこと
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